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　区域内の蕎地でかなり広く分布し，小矯模の熔揮流と

し．ての雛．著犬＿堵婁㌔　夢ソイダイト1獣演鎌文熱｝・羨、諏；雛藝織流
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　婆）　そのず磁
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第3表一地域別にみた場合の地質・鉱床の対比

堆積貴類

構　造

火成岩類鵯

変質作用

鉱化作用

鉱　 床

生田原西部地域（鴻喜鋤唯田聯山）

中生代　湧別層（砂岩・頁岩・礫岩）

新第三紀’緑色角礫凝灰岩

　　　灰色角礫質凝灰岩灘餐

湧別層中のE－W性単位構造帯

湧別層の分布範囲の周縁をとりまいて分布する新第
三紀層で示されるドーム状構造

N700E，N200E，N60～70QW系の構造線の発達

斜長石流紋岩・変朽安山岩・（縞状流紋岩）

リソイダイト質流紋岩（ネバダイト質流紋岩）

リソイダイト質流紋岩・縞状流紋岩・安山岩岩脈

各種安山岩熔岩

各岩質とその分布には構造的規則性がある。

局所的変質作用が著しい

緑泥石化作用・珪化作用・炭酸塩化作用

硫化鉱物に富む

尊60～70。W系の銅・錯・亜鉛鉱床

N－S系の銅・鉛・：亜鉛鉱床

　（一部には浅所高温型の鉱床が存在する）

赤鉄鉱鉱床

N40～600E系の金・銀鉱床

構造的に上部には金・銀鉱床が，下部には銅・鉛・
亜鉛鉱床が胚胎する。

湧別層中の銅・鉛・亜鉛鉱床，赤鉄鉱鉱床

鴻喜鉱山・生田原銅山・矢矧鉱山大成坑

斜長石流紋岩およぴ緑色角礫凝灰岩中の銅・鉛・亜1
鉛鉱床

矢矧鉱山辰巳坑

斜長石流紋岩および緑色角礫質凝灰岩中の金・銀鉱
床

矢矧鉱山

生田原東部地域 （北ノ王鉱山～佐呂間鉱山）

中生代　湧別層（砂岩・頁岩・礫岩）

新第三紀

　　　酸性角礫質凝灰岩（流紋岩質）

　　　泥岩・砂岩の薄層を含む

湧別層中のEW乍N60。E性の単位構造帯

N70QE系の構造線の発達

リソイダイト質およびネバダイト質流紋岩岩脈

広域の変質作用が著しい

珪化作用

硫化鉱物に乏しい

N50～700E系の金。銀鉱床（低品位）
　（まれに黄鉄鉱・黄銅鉱を伴なうことあり）・

構造的に上部にも下部にも金・銀鉱床

（狸認零翻訟ξ鎌綴s性の細脈）

N60wo系の水銀鉱床

湧別層中の金・銀鉱床

佐呂間鉱山・千歳鉱山・大宝鉱山

酸性角礫質凝灰岩および流紋岩中の金・銀鉱床

隆尾鉱山・北ノ王鉱山・生田原金山・昭和金山

北辰鉱山・泰北鉱山
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北海道生田原町鴻喜鉱山付近の地質鉱床　（山田敬一）

床に類似している。

　8．4　上生甲原赤鉄鉱鉱床

　本鉱床は大成鉱床の西方約1kmの地点にあり，鉱床

露頭は浦島内川の北岸およ参南岸に南北約2kmの範四

に点在している。本鉱床は発見の歴史が古いにもかかわ

らず現在まで放置されたまXになつている。

　鉱床は湧別層の砂岩・砂質頁岩中に胚i胎するレソズ状

鉱体で一部脈状をなすものがある。走向はEW性めも

ので石英一赤鉄鉱からなり，褐鉄鋸化作用を受けてい
る。

　赤鉄鉱はすべて針状結晶でその長さは2～3mm程度

で放射状集合をなし，結晶の周縁あるいは割れ目に沿つ

』て褐鉄鉱に交代されている。　　　　　　・　　．

9．鉱化作用の特徴

　本区域においては造構造運動の発展に伴なつて火成活

動の質的な変化，およびこれらに対応する鉱化作用の変

化が認められる。鵯

　地質構造的に本区域は，湧別層および鴻之舞層の分布

や構造で示されるように，1つのドーム構造帯と考える

ことができる。このドーム構造帯は火成活動や鉱化作用

の点で1単元をなすものと考えら紅る。このような関係

については第2～3表に示した。

　本区域では金・銀鎗床，銅・鉛・亜鉛鉱および赤鉄鉱

鉱床はそれぞれ単独で存在している。これを構造のうえ

から見れば比較的上部位置に金・銀鉱床が胚胎してい

る。・銅・鉛・亜鉛鉱床については，個々の鉱床では鉱脈

の性質，構造は比較的単調であつて，種々の組合つたも

のは認められない。この種鉱床は，黄鉄鉱を主とする鉱

染状脈，黄鉄鉱を主とし黄銅鉱を伴なう網状脈，黄鉄

鉱一黄銅鉱一閃亜鉛鉱一方鉛鉱からなる角礫状および塊

状ないし縞状脈に区別される。これらは脈の形態，脈構

造の相互関係および鉱石鉱物の性質からみて，鉱化作用

の初期から中期の各段階を示すものと考えられる。この

ような鉱化作用がきわめて分化した形態を示すのが本地

域の特徴と考えることができる。したがつて個々の鉱脈

中にみられる鉱石鉱物の晶出順序を直接対比する資料に

乏しいが，．本地域全体を総括したものを一応第4表に示

し
、
た。鉱右鉱物中では，本調査によつて矢矧鉱山辰巳鉱

床から磁硫鉄鉱の産出をはじめて確がめた．従来，北見

鉱山西望鉱床において磁硫鉄鉱の産状が報告されていた

が今回の産出は中部地域における唯一の例である。本地

域においてもこの種鉱物の産出が確かめられたことは，

・銘化作用において中部地域全体塗通じての共通性がある

ことを暗示するものとして，今後さらに研究を必要とす

第4表　鉱物晶出順序
鉱 北　　作　　用

鉱　物　名
初期 ‘中　　期 末　期

重
1

一黄　鉄　鉱
一 一　　1　｝■

　　1　　【1
’
1黄　銅　鉱，

嗣 　一■一一I
i
6
1

閃亜鉛鉱 1　“　　　　　　　　　・一一
｝
1 一

方　鉛　鉱

I
l
　
　
　
＿
（

一破

磁硫鉄鉱 圓　　　　　　　　．

砕

赤　鉄　鉱

一作

自　然　金
用 剛

輝　銀　鉱
）
1
雄
I
I

凹
I
l
　
幽 幽圏圏一』＿万　英　工

【
1

I
I

石　英　皿 肝
監

　　甚
　　1＿　　1　一開・緑　泥　石 1

1　11

永　長　石
量
l
I
I

嗣

方　解　石 1
1 一

（表中石英1は銅・鉛・亜鉛鉱床に伴なうもの，石英H：は

金・銀鉱床を形成するものである）

る。

赤鉄鉱鉱床は銅・鉛・亜鎖鉱床および金・．銀鉱庫にみ

られる一連の鉱化作用によつて生成された熱水性鉱床で

あつて，これも今後北見中部地域における鉱化作用を総

括する際の1つの特徴を示すものである。

10．あとカミき

本調査によつて得られた成果は第3表に総括したとお

りである。この調査によつて地域の構造的特性を明らか

にし，また火成活動の発展過程をやや詳細に検討した。．

鉱床に関しても，そめ産状，構造，鉱石鉱物に？いて検

討を加えた。同時に鉱化作用の各時期に晶出した黄鉄鉱

について研究を進めその分類を行なつた。これらの結果

は今後さらに北見中部中地域における調査研究を進める

ためり基準となるので，将来充分に検討しなおしたう之

で全体としての火成活動，鉱化作用の特徴を明らかにす

るための1階程となるであろう。

　　　　　　　　　　（昭和33年5月～6月調査）
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図版1 安山岩質凝灰岩
　＋　　ニコノレ　　　　×　20

図版2
　　　　　　　　　　　　　　　一mm
緑色角礫質凝灰岩（辰巳坑付近）
propylitization，carbonitizationが著しい〇

　　　＋　 ニコノレ　　　　×　20



図版3　両輝石安山岩
（浦島内川本流，変朽安山岩を貫く岩脈）

　　＋　　ニコノレ　　　　×　20

0 1m『n・

」嘲国＿繭“闘闇騨幽剛一ロー5．！

図版4　変朽安山岩化作用を受けた安山岩
　　　（浦島内川支流武利意越の沢）

　　　　十　　ニコノレ　　　　×　20



mm、

図版5　斜長石流紋岩（浦島内川本流）

　　＋　
ニコノレ　　　　＞く　20

　　　　　　　　o一」mm
　　図版6　　斜長石流紋岩を原岩とする脈化部

　　　　（矢矧鉱山辰巳坑坑内）
斜長石斑晶の部分は緑泥石一石英に交代され，わずかにそのレリクト

が認められるQ石基はほとんど珪化期の石英に置き換えられるg

　　　畦二影ル　x2Q



難羅

0 lmm

図版7 局所的な珪化作用を受けた斜長石流紋岩

　　　（浦島内川本流）
　　＋　　ニコノレ　　　　×　20
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　　　　　　　図版8　斜長石流紋岩の脈際変質相（矢矧鉱山）
　　　　　　　わずかに斑晶の外形を残して，炭酸塩鉱物に置換される・

　　　　　　　　　　　　　ニコル　 ×20



0 Qmm

図版9　鴻喜鉱山2坑5脈
黄銅鉱一黄鉄鉱の共生関係の一例

　Cu二黄銅鉱　　Py：黄鉄鉱
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鉱化期の黄鉄鉱　結晶の外形と構造線がよく

一致しているQ反応を示さぬものもある。
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図三版11一鴻喜鉱山2！坑黄鉄鉱の食像（200。Cに加熱）Q

　　　　図版10の一部を拡大したもの。

図版12

　　　　　　　　　　　O　　　　　Q2mm
　　　　　　　　　　　一同上　結晶外形にほぼ平行な洞巻状条線。

図版10の一部を拡大したものQ
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　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　図版13　生田原銅山
　　　　　　　　黄銅鉱一閃亜鉛鉱一黄鉄鉱の共生
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　　図版14　生田原銅山
閃亜鉛鉱中の黄銅鉱　定方向性あり。図版13の閃亜鉛鉱の一部

を拡大したもの。
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　　図版15　矢矧鉱山縞状石英脈
珪化の石英一モザィク～柱状の石英一細粒柱状石英の縞状構造が

よく発達している。

　　　　　＋　　ニコノレ　　　　×　20

　　　　　　　　　　　　　o－3m瓜
　　　　　図版16　赤鉄鉱（上生田原鉄鉱床露頭）
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　図版17　鴻喜鉱山露頭黄鉄鉱
一般に塊状で，わずかに粒状構造が認められる。
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図版18　同上200。Cに加熱してKMnO4を滴下した食像
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　　　図版19　鴻喜2坑　黄鉄鉱
　　　やや割れ目に富むがほぼ均一の塊状結晶

　　　　　　一」mm　　図版20　同上黄鉄鉱
KMnO4で腐食後200。Cまで加熱してさらにKMnO4を4，5滴滴下し・たQ
おもに立方体の結晶構造線が現われるg




